





























京大学出版会 1968）103 頁から 107 頁。
（2） See,MaxM.Edling,PeacePactandNation:An international interpretationof theConstitutionof the
UnitedStates,PastandPresentno.20,OxfordUniversityPress（2018）.斎藤眞『アメリカ革命史研究』（東













作にはじまり，「新しいブリテン史」を唱え始めた 70 年代半ばから 80 年代以降のポーコッ

























law，legalizationof theconstitution―1798 年 SeditionAct をめぐる論争を中心に』早稲田法学会誌 60 巻 2
号（2010）53 頁から 103 頁。
（5） Edlingsupranote2,at281-303. こうした，植民時代の大西洋圏を視座に入れた研究動向の紹介としては，












者の集団的なアイデンティティや利益の保護であり，union に加入した states に戦争を避
ける手段や，アナーキーな国際社会における紛争解決の手段を提供するものだとする。
1787 年の合衆国憲法制定会議は，アナーキーを union に置き換える動きであった（9）。
　そして，共和主義は，戦争という外的要因によって惹き起こされる，states の中央集権
化によって危機に瀕することから，共和主義を保つためには，北米アメリカの良好な国際

























































トたちがやがて自立を志向するに至り，empire の中から states が生じ，やがて，クレオール・エリートた
ちはアメリカの独立を主導した。そうしたニューヨーク州のクレオール・エリートたちは，独立後には，ア















































































































































































出版　2018）173 頁から 178 頁。
―114―






















ストーリーの『合衆国憲法釈義』の理論的な中核部分である，第 3 巻 3 章「憲法の性質―
それは契約なのか」（NatureoftheConstitution–WhetheraCompact），第 3 巻 4 章「憲
法的紛争における最終的判断者，解釈者は誰か」（WhoIsFinalJudgeorInterpreter in






































































































































（46） 大久保　前掲註 30 173 頁から 175 頁。Story supranote18,vol.3at166-168.
―118―






























から考察し，初期アメリカ合衆国における nation と state のあり方，その相互関係などを
明らかにする。
―120―
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